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○●○ 第１回大学教育国際セミナー開催のご案内 ○●○ 
主催：大学教育開発・支援センター 
日時：１１月１９日（金） １5 時 30 分～１7 時 












 １５時３０分～１５時４０分 趣旨説明・講師紹介  渡辺達雄（大学教育開発・支援センター） 
 １５時４０分～１６時２０分 報 告       金美蘭（韓国教育開発院） 
 １６時２０分～１７時    ディスカッション 
《お問合せ先》金沢大学大学教育開発・支援センター（渡辺達雄） 
           Mail tatsuodesu@ge.kanazawa-u.ac.jp 電話 076-264-5793 
 
○●○「自閉症に優しい学校社会」づくりのために－学校が変わる、大学が変わる② ○●○ 







 日本学生支援機構が先月発表した「平成 21 年度（2009 年度）障害のある学生の修学支援に関する
実態調査」によれば、昨年 5 月 1 日現在、全国 1224 校の高等教育機関のうち 385 校に、計 1487 名
の聴覚障害学生が在籍している。調査が始まった平成 17 年はその数が 1158 名であったが、この間、
支援を受けている学生の割合が増加している。すなわち、平成 17 年には支援を受けている聴覚障害
学生は 668 名、57,7%であったのに対し、平成 21 年には 1010 名、67,9%になっている。特に、大学







ページで障害学生支援情報を公開している」と回答した大学等は、わずかに 57 校、全体の 4.7％でし









ある。その年には 127 名の発達障害学生（診断書有）が在籍していたが、支援を受けていたのは 46






る。診断書が有り支援を受けている 443 名に加え、合計 1252 名の発達障害学生が何らかの支援を受
けながら大学等で学んでおり、その支援のあらまし次のとおりとなる。 
「支援発達障害学生（診断書有）学生又は発達障害（診断書無・配慮有）学生が 1 人以上在籍して
いる」と回答のあった 297 校（大学 33 校、短期大学（部）30 校、高等専門学校 34 校）で行われて
いる授業支援で最も多いのは、「休憩室の確保」45 校である（前年度 32 校）。「注意事項等文書伝達」
34 校（同 16 校）、「実技・実習配慮」34 校（同 25 校）、「教室内座席配慮」33 校（同 18 校）、「チュ
ーター又はティーチング・アシスタントの活用」23 校（同 22 校）、「試験時間延長・別室受験」18
校（同 20 校）、「解答方法配慮」16 校（同 9 校）、「講義内容録音許可」13 校（同 3 校）であった。 
 また、平成 21 年度に初めて調査項目となった「授業支援以外の支援」が多いことが目立つ。すな
わち、「保護者との連携」が 237 校（79.8%）と最も多く、「学習指導（履修方法、学習方法等）」221
校（74.4％）、「社会的スキル指導（対人関係、自己管理等）」195 校（65.7％）、「進路・就職指導」
159 校（53.5％）、「発達障害支援センター等との連携」77 校、「生活指導（食事、洗濯等）」70 校、「出














えない時代がきているといえよう。                （文責：教育支援システム研究部門 青野 透） 
